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　　　　　　　　　　問題と目的

　教室を移動した り、食器 を片付け た りする行動は、
一
般

に望 ま しい もの で あ るが、児童 や 発達 障がい 児
・者 に とっ

て は応諾するの が難 しい。こ の よ うな行動は非応諾 の 問題

とし て 研究され て きた。非応諾を扱う技法の
一

っ と して 、
行動モ メ ン タム の 概念をもとにMace　et　al．（1988）が考案

した高 確 率要 請 連鎖 と呼 ばれ る技 法は、そ の 効 果 の 高さか

ら近年注 目を集めて い る。 この 技法は 、 応諾され に くい 低

確率要 請の 前に、握手やハ イ フ ァ イ ブとい っ た簡単 に遂行

で きる要請 （高確率要請）を提示 して、低確率要請の 応諾
率の 増加 を 日指すもの で あ る。
　 こ の 技法に つ い て は、効果 を高め る要因や、他 の 技法 と

の 比 較など、数多くの 研究 が行わ れ て き たが、基礎 メカ ニ

ズ ム に つ い て の 研究は 少ない。特に、高確率 と低確率要請

間の 類似陸が、低確率要請 の 応諾率に及ぼす効果につ い て

は、実験変数と して 取 り上 げ られ る こ とはなか っ た
。 それ

を踏ま え井垣 （2013）で は、小学生 1名を対象 に、時刻を

答 え させ る課 題 を低確率要請 として 、要 請 の 類似性 の 効果

を検討 した。結果 と して、要請が 類似してい るほ ど、効果

が高 い こ とが示 された。しか し参加 者 が 1名 で あ り、結果

の 外的妥当性は高い とは言 え ない 。そこ で 本研究 は、参加

者 を加 え、再度、高確率 と低確率の 要請間の 類似性の 効果

を検討する こ とを目的とする。
　　　　　　　　　　　 方法

参加者　 2名 の 女子 小学生 （ともに 6 歳）が研究 に参加 し

た。健常児で あるが、学校や家庭で 課題や宿題 に集中 して

従事しない こ とが教師や保護者か ら報告されて い た。
手続き　高確率と低確率要請の 質を類似させ る類似条件 と

類似 させ ない 非類似条件を設定 した。各条件 と も、べ 一ス

ライ ン 期の 後、介入期へ と移行す る反転法 を用 い た。べ 一

ス ライ ン 期で は低確率要請の み が提示 され、介入期で は 高

確率要請が 3 回提示された後、低確率要請が提示された。
　親や教師か らの 報告をもとに低確率と高確率要請を分類

した。低確率要請 として、時刻を答えさせ る課題 （時計の

絵 を提 示 して 時刻 を回 答する） を用い た。高確率要請 とし

て、類似条件で は 、 数字で示 され た時刻を口頭 で 回答す る

課題 を、非類似条件で は、ハ イ フ ァ イ ブ と握手 、お よび 身

体の
一

部を触るこ とを用 いた 。

　効果 の 指標 と し て、潜時 （要請課題 に従事す るまで の 時

間） と課題従事時間を用い た。潜時と課題従事時間が減少

する こ とが高確率要請の 効果が ある こ とを示す。
実験は参力睹 の住居で 行われ 、 発表者 の ゼ ミに所属する

学生 が 遂行 し、発表者 もオ ブサーバ
ー

として 立ちあっ た。
　　　　　　　　　　　 結果

　図 1お よび図 2 に、両参加者の、潜時を測度とした場合

の 類似 ・非類似条件における高確率要請の 効果 を示す。類
似 ・非類似条件ともに、ベ ー

ス ライ ン （低確率要請のみ）
よ りも、 介入期 （高確率要請 ＋ 低確率要請） にお い て、潜

時が減少す る傾向が、両参加者に おい て み られた。しか し

非類似条件よ りも 、 類似条件に お い て、潜時の より大きな

減少 が見 られ た。
　課題従事時間に 関 して は、井垣 （2013）と同様 に、両条

件 ともべ 一
ス ライ ン期 と介入期で 課題従事時間に違い は み

られず、介入 の 効果は確認 で きなか っ た。
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図 1　 参加者 A の 両条件に お ける 高確率要請の 効果
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図 2　参加 者 B の 両条件にお ける高確率要請 の効果

　　　　　　　　　　　 獺

　潜時を測度と した場合、類似 ・非類似条件 とも、高確率

要請を先行提示 した介入期におい て、潜時が減少する こ と

が示 され、潜時を用 い た先行研究と同様 の 傾向が 本実験 で

も確認 された。ま た類似条件に お い て、よ り大きな潜時の

減少 が 見 られ た こ とか ら、要請 が類似 して い る場 合は、高

確率要請の 効果が明確 に示 されたと言え る。一
方、課題従

事時間を測度 と した場合、明確な違い は確認 され なか っ た。
Mace　et　al．（1988）で は、高確率要請 に よ っ て シ ャワーを浴

び る時 間 が短 くな る な どそ の 効 果 が確認 され て い る。課題

従事時間に関 して 本研究で なぜ効果が確認 されなか っ たの

か、今後検討を加える必要が ある。また本研究で 用い られ

た時刻を答え させ る課 題 は、先行研究に も例がない 課題で

あ り、こ の 課題が応諾をめ ぐる研究課題 と して 適 して い る

か ど うか は今後検討の余地があ るだろう。
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